
 

 

○４番（野田明里）（登壇） みら

い新居浜、野田明里です。 

 通告に従いまして質問いたしま

す。 

 まずは、ＡＩ時代における対話を

生かした市政運営について質問いた

します。 

 近年、行政においても、企業にお

いても、ＤＸ、効率化、生産性向上

という言葉が強く求められていま

す。もちろん、効率化そのものは重

要です。限られた人員、限られた時

間の中でよりよい行政サービスを届

けるためには、業務の効率化は欠か

せません。 

 しかし、私は、ＡＩが急速に進化

するこれからの時代だからこそ、逆

に非効率に見えるものの価値を改め

て見直す必要があるのではないかと

感じています。 

 ＡＩは、情報整理、要約、分析、

文書作成、事務処理などを非常に得

意としています。つまり、これから

は、単純な効率化そのものはます

ますＡＩが担っていく時代になり

ます。では、そのＡＩをよりよく使

いこなすために、人間に求められる

力は何でしょうか。それは、問いを

立てる力です。何を聞くのか、どこ

に課題があるのか、どのような切り

口でＡＩに投げかけるのか。ＡＩ

は、与えられた問いに対しては非常

に優秀に答えてくれます。しかし、

そもそもの問いが浅ければ、出てく

る答えも浅くなります。逆に、問い

が深く、具体的で、現場の課題に即

したものであれば、ＡＩの力をより

大きく引き出すことができます。つ

まり、ＡＩ時代に求められるの

は、単にＡＩを操作する技術ではな

く、問いを立てる力や違和感を見つ

ける力ではないでしょうか。ここに

いらっしゃる皆さんは、ＡＩの勉強

会や講習会をそれぞれ受けられ、一

度はこのことを耳にされたことがあ

ると思います。 

 そんな中、私は、昨年度市民福祉

委員として保育フォーラムに参加さ

せていただき、その記念講演で、Ａ

Ｉ研究者であり、エンジニアとして

初期から生成ＡＩの開発に携わって

こられた黒川伊保子さんの「対話の

トリセツ…ＡＩ時代にはばたく脳の

育て方…」という講演を拝聴しまし

た。黒川さんは、雑談や取り留めの

ない会話が小脳を活性化し、ひらめ

きや創造性につながるという趣旨の

お話をされていました。一般的に小

脳というと、脳の中枢として、思考

や心と末梢神経である五感や身体制

御を結ぶ脳の中枢指令塔、つまり運

動をつかさどる場所というイメージ

を持たれがちですが、近年では、言

語、感情、発想、予測、コミュニケ

ーションなど、高次認知機能にも深

く関わっていることが分かってきて

います。人間は、雑談をしていると

き、単に言葉をやり取りしているだ

けではありません。相手の表情や空

気を読み取り、この人は今どう感じ

ているのか、この言葉の裏には何が

あるのか、次にどんな話題がくるの

かを無意識に予測しながら会話をし

ています。さらに、自分の記憶、経

験、感情、過去の会話、生活で得た

感覚なども瞬時に結びつけながら、

話題を飛躍させたり、例え話をした

りと、新しい連想を生み出していま

す。つまり、雑談とは、脳が非常に

多くの情報を同時並行で処理しなが

ら、自由に連想し、予測し、それら

を組み合わせる行為でもあります。

会議のように、結論を出す、要点だ

けを話すという場では、脳はどうし



 

ても一直線の処理になりやすい一方

で、雑談では、話題が横に広がり、

思いがけない方向へ飛び、一見関係

のない話がつながることがありま

す。この飛躍や余白こそが、新しい

発想やひらめきにつながるのではな

いでしょうか。そして、それはこれ

からの時代において、ますます重要

になる力ではないでしょうか。効率

化を進めれば進めるほど、私たちは

雑談や対話の時間を削りがちです。

しかし、効率化そのものは、ＡＩが

担える時代だからこそ、人間には雑

談の中から違和感を見つけ、問いを

立て、新しい発想を生み出す力が求

められる。黒川さんのお話を聞き、

ＡＩに任せるべきことはＡＩに任

せ、人間にしかできないことに人間

が力を注ぐ。そのための土壌が雑談

であり、対話であると学びました。

効率化を求めるなら、逆説的ではあ

りますが、非効率に見える雑談が人

間には必要です。 

 行政の現場でも、結論だけを急ぐ

会議や要点だけを求めるやり取りだ

けでは見えてこないものがありま

す。何げない雑談の中でこそ、市民

の本音や職員の気づき、現場の違和

感、まだ言葉になっていない課題が

現れることがあります。だからこ

そ、私は、雑談を単なる無駄話とし

て切り捨てるのではなく、ＡＩ時代

における創造性や課題発見の土台と

して捉え直す必要があると考えま

す。 

 そこで、お伺いします。 

 まず、本市は、どのような認

識、目的の下でＤＸ化を進め、生成

ＡＩ等をどのように活用しているの

でしょうか。 

 その上で、職員同士の取り留めの

ない会話や日常的対話について伺い

ます。 

 本市として、このような会話や対

話にどのような価値があると認識し

ているのでしょうか。 

 また、部局内や部局横断、上司と

部下の関係性において、気軽に話せ

る空気づくりや偶発的な対話が生ま

れる環境づくりについて、人材育成

の観点からもどのような取組を行っ

ているのか、お聞かせください。 

 次に、福祉や市民相談など相談支

援の現場における対話についてで

す。 

 制度相談として整理される前の偶

発的な対話の中に孤立や困り事のサ

インが含まれていることも少なくあ

りません。 

 本市では、このような市民との何

げないやり取りをどの程度大切なも

のとして位置づけているのでしょう

か。 

 また、そうしたやり取りの中か

ら、制度化されていない課題や潜在

的ニーズを把握するという認識はあ

るのか。また、実際に支援や施策に

つながった事例などがあればお聞か

せください。 

 次に、学校における日常的なコミ

ュニケーションについてです。 

 授業だけではなく、休み時間や何

げない会話、雑談の中で、子供たち

の変化やＳＯＳ、人間関係が見えて

くることがあります。 

 一方で、コロナ禍では、黙食や接

触制限などにより、子供同士、教員

と子供や保護者、または保護者間の

雑談の機会が大きく減少しました。 

 現在、学校における日常的なコミ

ュニケーションや雑談の時間につい

てどのように認識しているのか、ま

たコロナ禍で失われた対話の余白

は、現在どの程度回復しているの



 

 

か、お伺いします。 

 次に、このような日常的対話を生

かした市政運営について市長にお伺

いします。 

 市長は、これまでの活動の中で、

多くの市民との対話を重ね、その声

を政策へとつなげてこられました。

市長就任後も、特に女性、若者、子

育て世代、障害のある方、そして団

体に属していない方々など、これま

で市政と距離があった方々との対話

を積極的に行われています。私も、

市役所探検や市長室でのおはなし会

などを企画し、市政と接点の少なか

った子供たちや若い世代、子育て世

代と対話する機会をつくってきまし

た。そこで感じたのは、整理された

要望よりも、何げないやり取りの中

でぽろっと出る一言にこそ、本質的

な課題や市政を前に進めるヒントが

多く含まれているということです。

また、政治には興味がないと言われ

がちな方々ほど、暮らしの中で鋭い

課題意識やアイデアを持っているこ

とも少なくありません。ただ、御本

人たちは、それが市政につながる課

題だとは気づいていない場合も多

い。だからこそ、私たちには、その

言葉を丁寧に受け止め、課題として

整理し、政策へとつなげていく力が

求められているのではないでしょう

か。 

 市長は、これまで市民との対話を

どのような価値を持つものとして捉

えてこられたのでしょうか。また、

実際にそうした何げない会話や組織

化されていない市民との対話の中か

ら、市政課題や政策のヒントを見い

だしてきた経験があればお聞かせく

ださい。 

 加えて、市長は、日頃から職員の

皆さんとは取り留めのない会話や日

常的な対話を行われているのでしょ

うか。市長と職員という立場になる

と、どうしても報告や指示、相談と

いった業務上のやり取りが中心にな

りがちなのかもしれません。しか

し、市民との対話と同様に、職員と

の何げないやり取りの中にも、現場

の気づきや課題意識、組織改善のヒ

ントが含まれていると思います。 

 市長は、職員の方々とのこのよう

なやり取りをどのような価値を持つ

ものと認識されているのでしょう

か。また、これらの機会をどのよう

に持ち、市政運営や組織運営に生か

されてきたのか、お聞かせくださ

い。 

 若手の皆さんとの関わりについて

もお聞かせください。 

 さらに、ＡＩやＤＸ化が進む時代

だからこそ、本市における対話の余

白についてどのようなことを意識さ

れていて、今後どのように市政運営

へ生かしていこうと考えているの

か、市長のお考えをお伺いします。 

○議長（藤田誠一） 答弁を求めま

す。古川市長。 

○市長（古川拓哉）（登壇） 野田

議員さんの御質問にお答えいたしま

す。 

 ＡＩ時代における対話を生かした

市政運営についてでございます。 

 まず、市民との対話の価値につい

てお答えいたします。 

 私は、市長就任以来、現場主義と

スピード感を持った対応を基本理念

とし、対話に基づく市政運営に取り

組んでまいりました。 

 昨年度は、市長就任後、初めての

まちづくりタウンミーティングとな

りますことから、18会場で実施し、

地域課題の掘り起こしと皆さんの御

意見をお伺いいたしました。 



 

 加えて、地域行事や私がこだわっ

てきたこれまで市政に届きにくかっ

た女性、若者やハンディキャップを

持った方々をはじめ、多くの市民の

皆様、企業、団体の皆様との意見交

換を通じて、地域課題やニーズを伺

ってまいりました。 

 そういった幅広い市民の方々との

対話や市長へのメール、手紙といっ

た文書でのやり取りは、多種多様な

御意見を直接聞くことで、個別の課

題や状況等をいち早く知ることがで

きたと思っております。 

 次に、市政課題や政策のヒントを

見いだした経験といたしましては、

野田議員さんに御紹介をいただいた

ハンディキャップを持つ子を育てる

保護者の皆さんや産後ケア等の関係

者との意見交換により、子育て現役

世代の直面する子ども・子育て支援

の充実の必要性を感じたところでご

ざいます。 

 次に、職員との対話についてでご

ざいます。 

 私は、現場の職員が、率直に感じ

ていることや業務の課題は、何げな

い会話の中にもヒントが含まれてい

ると考えており、日頃から庁内で職

員と顔を合わせるときや各種行事へ

の出席の際など、積極的にコミュニ

ケーションを取るよう意識をしてお

ります。 

 また、職員が気兼ねなく意見を述

べられる環境づくりは、風通しのよ

い組織づくりにつながることから、

今後におきましても、職員との日常

的な対話を大切にし、あらゆる機会

を捉えて、現場の声にしっかりと耳

を傾け、市政運営や組織運営に生か

していきたいと考えております。特

に、若手職員と関わることで、現場

の率直な意見や斬新なアイデアが出

ることを期待し、若手職員のモチベ

ーションの向上と人材育成にもつな

げていきたいと考えております。 

 次に、今後対話をどう意識し、市

政に生かすかについてでございま

す。 

 市民の皆様との対話は、地域の実

情や課題を把握する大切な機会であ

り、様々な意見や意識を持つ方々と

価値観をすり合わせ、共有していく

営みの場と認識をしております。 

 今後におきましても、私が市長就

任以来掲げております対話とコミュ

ニケーションに基づく市政運営を通

じ、共に理解し、共に変わる、そう

した意識の広がりを推進してまいり

ます。 

○議長（藤田誠一） 長井教育長。 

○教育長（長井俊朗）（登壇） 学

校における対話についてお答えいた

します。 

 私自身、黒川さんの御講演を拝聴

しましたが、体験と実感で養う直観

力が大切であり、それを育てる対話

力の必要性を強調されておりまし

た。 

 学校における対話は、授業におけ

る学びの深化のみならず、休み時間

や日常の何げない会話を通して、児

童生徒の心身の状態や人間関係の変

化を把握できることや、いじめや不

登校の未然防止、早期発見の観点か

らも極めて重要であると認識してお

ります。 

 また、友達とたわいもない会話で

笑い合う、そういったところにも学

校生活の喜びがあると考えます。 

 児童が楽しみにしている給食時に

おける会話につきましては、コロナ

禍では食事中の飛沫感染を防ぐた

め、黙食指導をしておりましたが、

現在は会話の制限はしておりませ



 

 

ん。給食の時間は、食事のマナーや

食文化への理解を深めるとともに、

楽しく食事をすることで、心身の健

やかな成長を育む重要な機会です。 

 今後におきましても、日常的な対

話の質と量の確保が、子供たちの安

心、安全な学校生活の基盤であると

の認識の下、引き続き取組の充実に

努めてまいります。 

○議長（藤田誠一） 加地企画部

長。 

○企画部長（加地和弘）（登壇） 

本市のＤＸ化の認識及び目的並びに

生成ＡＩの活用についてお答えいた

します。 

 ＤＸの推進や生成ＡＩ等の活用に

つきましては、国が策定しておりま

すデジタル社会の実現に向けた重点

計画の趣旨を踏まえ、行政手続及び

社会全体の生産性の向上を目指して

取組を進めることが必要であると認

識しております。 

 このことから、市民の利便性向上

をはじめ、多様化、複雑化する行政

ニーズに的確に対応するとともに、

限られた人的資源の中で質の高い行

政サービスを持続的に提供していく

ことを目的にＤＸを推進しておりま

す。 

 生成ＡＩにつきましては、現在、

文書作成や要約、情報整理などの業

務に活用しており、職員の業務負担

軽減や事務の効率化を図り、創出さ

れた時間を市民対応や政策立案、地

域課題の把握など、より付加価値の

高い業務へ振り向けることを目指し

ております。 

○議長（藤田誠一） 藤田総務部

長。 

○総務部長（藤田和久）（登壇） 

職員同士の日常的な会話や対話にど

のような価値があると認識している

かについてお答えいたします。 

 職員同士の日常的な会話は、職場

の良好な人間関係の構築に欠かせな

いものであると同時に、業務におけ

る気づきや課題等を気軽に共有しや

すい環境づくりにもつながるもので

あり、会議などでは得られない新た

な発想や有益なアイデアが生まれる

可能性があると考えております。 

 しかしながら、勤務時間中は、服

務規律の観点から、節度を持つこと

が必要であると認識をしておりま

す。 

 次に、人材育成の観点からの取組

についてでございます。 

 職場における職員間の会話など日

常的なコミュニケーションは、人材

育成においても重要な役割を果たす

ものであり、特に係長昇任者を対象

とした基本研修に取り入れているコ

ーチングは、傾聴や問いかけなどの

双方向の対話を通じて、職員自らが

課題や解決策に気づき、自発的な行

動につなげていくことを目的として

実施しております。 

 今後におきましても、このような

職員研修の機会などを捉えて、職員

間の会話や対話の重要性について認

識を深めるとともに、気軽に話しや

すい職場環境づくりに努めてまいり

ます。 

○議長（藤田誠一） 久枝福祉部

長。 

○福祉部長（久枝庄三）（登壇） 

相談支援の現場における対話につい

てお答えいたします。 

 市役所窓口における市民対応や電

話対応につきましては、市民と行政

の信頼関係を築く最も重要な接点と

考えており、市民との何げないやり

取りにつきましても、潜在的なニー

ズや課題を把握する上で重要なもの



 

と認識いたしております。 

 障害特性により、孤立や困り事の

言語化が難しい方につきましては、

言葉を引き出そうと急がさず、安心

してコミュニケーションが取れる環

境を整え、何げないやり取りの中か

ら制度化されていない課題や潜在的

ニーズを把握するよう努めていると

ころでございます。 

 実際に支援につながった事例とい

たしましては、１日に何度も電話を

かけてこられる方が、対話の中から

同居家族が亡くなり、独り暮らしに

なったことが分かったため、関係機

関と連携して、施設への入所を勧め

た事例がございます。 

○議長（藤田誠一） 野田明里議

員。 

○４番（野田明里）（登壇） 御答

弁ありがとうございました。雑談や

対話から生まれるひらめきを市政運

営に生かしていただくことを期待し

ています。表面的な言葉や行動のそ

の裏に何があるのかをしっかりと見

極めていただける、職員同士であっ

たり、市民の方とのしっかりとした

コミュニケーションを今後も取って

いただけることを要望いたします。 


